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第１章 

 平成29年中における自殺の概況 

1 



○平成29年の自殺者数は21,321人となり、対前年比576人（約2.6％）減。平成22年以降、８年連続の減少となっている。 

○男女別にみると、男性は８年連続の減少であり、平成７年以来、22年ぶりに１万5,000人を下回った。女性は６年連続で減少し、昭
和53年から始めた自殺統計で過去最少となっている。また、男性の自殺者数は、女性の約2.3倍となっている。 

 （単位：人） 

自殺者数の年次推移 

資料：警察庁自殺統計原票データより厚生労働省作成 
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総数及び男女別自殺死亡率の年次推移 
○平成29年の自殺死亡率は16.8となり、平成22年以降、８年連続の低下となっている。また、昭和53年から始めた自殺統計で過
去最小となっている。 

○男女別にみると、男性は８年連続、女性は６年連続で低下した。女性は10.0となり、昭和53年から始めた自殺統計で過去最小
となっている。また、男性は、女性の約2.4倍となっている。 

資料：警察庁自殺統計原票データ、総務省「国勢調査」及び「人口推計」より厚生労働省作成 

注）「自殺死亡率」とは、人口10万人当たりの自殺者数をいう。 
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月別自殺者数の推移 
○平成29年は、５月が最も多く、12月が最も少ない。 
  12月の自殺者数は1,395人で、月別自殺者数を公表している平成20年以降の月の中で最も少ない。 

○平成29年は、４、６、８、９月を除く各月で前年を下回った。 

資料：警察庁自殺統計原票データより厚生労働省作成 4 
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月別自殺死亡率（年率換算）の推移 
○平成29年は、５月が最も高く、12月が最も低い。 
  12月の自殺死亡率は13.0で、月別自殺者数を公表している平成20年以降の月の中で最も小さい。 

○平成29年は、 ４、６、８、９月を除く各月で前年を下回った。 

資料：警察庁自殺統計原票データ、総務省「国勢調査」及び「人口推計」より厚生労働省作成 
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年齢階級別自殺者数の年次推移 

資料：警察庁自殺統計原票データより厚生労働省作成 

○平成29年は28年と比較して、20歳代以上の各年齢階級で減少した。30歳代は９年連続、40歳代、50歳代及び60歳代は８年連
続で減少した。 

○平成29年は28年と比較して、60歳代が最も大きく減少し、287人の減少となった。 

注１）平成18年までは「60歳以上」だが、19年の自殺統計原票改正以降は「60～69歳」「70～79歳」「80歳以上」に細分化された。 

注２）グラフ中の値は、上段が自殺者数、下段が対前年差である。 

（単位：人） 
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○60歳代は平成19年から10年連続、40歳代及び50歳代は８年連続、30歳代、70歳代及び80歳以上は４年連続で低下した。 

   19歳以下及び20歳代は、前年より微増した。 

 

年齢階級別自殺死亡率の年次推移 

資料：警察庁自殺統計原票データ、総務省「人口推計」及び「国勢調査」より厚生労働省作成 

注）平成18年までは「60歳以上」だが、19年の自殺統計原票改正以降は「60～69歳」「70～79歳」「80歳以上」に細分化された。 
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○自営業・家族従業者は平成19年から10年連続、無職者は８年連続で減少した。 

○平成29年は28年と比較して、無職者が最も大きく減少し、594人の減少となった。 

職業別自殺者数の年次推移 

資料：警察庁自殺統計原票データより厚生労働省作成 

注）グラフ中の値は、上段が自殺者数、下段が対前年差である。 

（単位：人） 
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自殺の原因・背景について 
 自殺の多くは多様かつ複合的な原因及び背景を有しており、様々な要因が連鎖する中で起きている。 
  （「経済・生活問題」や「家庭問題」等、他の問題が深刻化する中で、これらと連鎖して、うつ病等の「健康問題」が生ずる等） 

健康問題 

（出典）警察庁自殺統計原票より厚生労働省作成 
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○自殺の多くは多様かつ複合的な原因及び背景を有しており、様々な要因が連鎖する中で起きている。 

○個々の要因別にみると、経済・生活問題は８年連続、家庭問題は６年連続、健康問題は４年連続で減少した。 

○平成29年は28年と比較して、健康問題が最も大きく減少し、236人の減少となった。 

自殺の原因・動機別自殺者数の年次推移 

資料：警察庁自殺統計原票データより厚生労働省作成 

注１）遺書等の自殺を裏付ける資料により明らかに推定できる原因・動機を自殺者一人につき３つまで計上できる。 

注２）グラフ中の値は、自殺者数であり、（ ）が対前年差である。 

（単位：人） 
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平成28年及び29年における都道府県別の年間自殺者数 

資料：警察庁自殺統計原票データより厚生労働省作成 

○平成29年は28年と比較して、30都道府県で減少、17県で増加となった。 

○減少幅が最も大きかったのは東京都で75人、次いで埼玉県及び新潟県で72人の減少となった。 

（単位：人） 
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平成28年及び29年における都道府県別の年間自殺死亡率 

資料：警察庁自殺統計原票データ及び総務省「人口推計（平成28年10月１日現在）」より厚生労働省作成 

○平成29年は28年と比較して、30都道府県で低下、17県で上昇となった。 

○自殺死亡率が最も低かったのは大阪府で13.6、次いで奈良県で13.8、神奈川県で14.0の順となった。 
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 東日本大震災に関連する自殺者数 
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１．全国合計及び男女別
合計 男 女

55 42 13
24 18 6
38 23 15

平成26年 22 11 11
平成27年 23 13 10
平成28年 22 15 7

26 17 9

対前年比 4 2 2

２．年齢（10歳階級）別
20歳未満 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80歳以上 不詳

1 4 4 4 11 19 7 5 0
0 2 4 3 5 5 2 3 0

平成25年 0 4 3 6 13 2 3 7 0
1 1 1 4 5 7 2 1 0
0 1 0 4 2 5 7 4 0
0 1 5 4 4 5 2 1 0
2 2 2 2 12 3 2 1 0

３．職業別

小計 主婦 失業者
利子・配当家賃

等
生活者

年金・雇用保険
等

生活者

その他の無職
者

10 13 32 1 31 3 6 0 14 8 0
3 5 16 0 16 0 3 0 7 6 0

平成25年 1 10 27 0 27 6 3 0 7 11 0
1 3 18 1 17 3 1 0 6 7 0
2 3 18 1 17 1 0 2 10 4 0
1 8 13 0 13 2 3 0 7 1 0
2 4 19 1 18 3 1 0 5 9 1

４．原因・動機別（複数選択可のため、合計しても上記全国合計等と一致しない場合がある）
家庭問題 健康問題 経済・生活問題 勤務問題 男女問題 学校問題 その他 不詳

11 17 18 7 0 0 10 16
5 11 5 2 0 0 4 5

平成25年 5 22 9 5 1 0 3 8
5 11 3 2 1 0 1 6
6 13 2 0 1 0 2 8
5 13 4 4 1 0 3 5

10 10 3 1 0 0 4 10

５．都道府県別

岩手県 宮城県 福島県 茨城県 埼玉県 東京都 神奈川県 新潟県 大阪府 京都府
17 22 10 1 1 2 1 0 1 0
8 3 13 0 0 0 0 0 0 0

平成25年 4 10 23 0 0 0 0 0 0 1
3 4 15 0 0 0 0 0 0 0

平成27年 3 1 19 0 0 0 0 0 0 0
平成28年 6 8 7 0 0 1 0 0 0 0

7 5 12 0 0 0 1 1 0 0

対前年比 1 -3 5 0 0 -1 1 1 0 0

注） 平成23年の数字は、本自殺者数の計上を始めた6月から12月までを足しあげたもの。

　　また、平成24年から29年の数字は、1月から12月までを足しあげたもの。

平成23年
平成24年

平成26年

平成29年

平成24年

平成26年
平成27年

3県

平成23年
平成24年

平成26年
平成27年

平成23年

無職

不詳

平成28年

計
学生・
生徒等

無職者自営業・
家族従業者

平成28年
平成29年

平成29年

その他

平成23年
平成24年
平成25年

平成29年

平成23年
平成24年

平成26年
平成27年
平成28年
平成29年

被雇用・
勤め人



 （補表） 

資料：総務省「人口推計」及び「国勢調査」より厚生労働省作成 

注）グラフ中の値は、人口、（ ）が対前年差である。 

（単位：千人） 
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23,331  
23,089 
(-242) 

22,932 
(-157) 

22,780 
(-152) 

22,598 
(-182) 

22,437 
(-161) 

22,238 
(-199) 

21,895 
(-343) 

21,820 
(-75) 

21,600 
(-220) 

14,735  
14,415 
(-320) 

13,916 
(-499) 

13,589 
(-327) 

13,320 
(-269) 

13,074 
(-246) 

12,881 
(-193) 

12,378 
(-503) 

12,543 
(+165) 

12,510 
(-33) 

18,605  18,306 
(-299) 

18,285 
(-21) 

17,805 
(-480) 

17,253 
(-552) 

16,683 
(-570) 

16,136 
(-547) 

15,607 
(-529) 

15,374 
(-233) 

14,990 
(-384) 

16,187  16,407 
(+220) 

16,902 
(+495) 

17,281 
(+379) 

17,674 
(+393) 

18,073 
(+399) 

18,401 
(+328) 

18,395 
(-6) 

18,995 
(+600) 

18,900 
(-95) 

17,660  16,873 
(-787) 

16,428 
(-445) 

15,959 
(-469) 

15,632 
(-327) 

15,465 
(-167) 

15,445 
(-20) 

15,446 
(+1) 

15,450 
(+4) 

15,750 
(+300) 

16,999  17,798 
(+799) 

18,384 
(+586) 

18,493 
(+109) 

18,450 
(-43) 

18,365 
(-85) 

18,134 
(-231) 

18,099 
(-35) 

18,435 
(+336) 

17,720 
(-715) 

12,662  12,724 
(+62) 

13,010 
(+286) 

13,327 
(+317) 

13,649 
(+322) 

13,898 
(+249) 

14,197 
(+299) 

13,973 
(-224) 

13,934 
(-39) 

14,490 
(+556) 

7,512  7,898(+386) 8,201(+303) 8,565(+364) 8,939(+374) 9,302(+363) 9,649(+347) 9,849(+200) 
10,384 
(+535) 

10,760 
(+376) 
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年齢階級別人口の年次推移 

80歳～ 

70～79歳 

60～69歳 

50～59歳 

40～49歳 

30～39歳 

20～29歳 

  ～19歳 

総数：127,692 
 

総数：127,510 
(-182) 

 

総数：128,057 
(+547) 

 

総数：127,799 
(-258) 

 

総数：127,515 
(-284) 

 

総数：127,298 
(-217) 

 

総数：127,083 
(-215) 

 

総数：126,933 
(-162) 

 

総数：126,720 
(-213) 

 

総数：127,095 
(+12) 

 


